
1 6 林道构明施工の拗質区分

1 熟芸担当者

檢械化8S作業第二研究室:福田光正 ^

2 試駿目的

即枝施工を前提とした狄沮役滸・および施工において.切取土工の他知区分も・従来の人力作 

榮をもとにした.主として匸歩縫埃からの岩石分巨步は•柚集的な杏現で定性的に区分されて 

おリ,地方・地質・制定者の够人差にxり見方が果な.り・呀に・それが紛争の因となっている 

のてT分でなく.ここに.近代羿学魅遊いた合驰勺.かつ"只体的な刊定方法により1務械作 

業を花慮しただ性的で定動的な岩質の称度と作矣の難赧にxる・右分かを上水の夹用盹朔;豚 

いて行ない.更に.これを誰もが簡1卩に,m：i4いなく .一致した見あの出来る客强性のあるも 

のとするよう跨める。

3 早同42年度の紐也とえられた烤枭

5尙"s 2年目にあたる昭和4 2年曾は.ひさつづきエ4蚀枕ておける岩｝物称度と弥 

存波伝擢速度(P•液)の!:愕を央!るため.用1回(自4 2.9.19至』2.9. 2 <大名倉)•第2 

回(13 a 2.1 0.1 6 至・：2.1 0.2。大名倉)•加5 回(自 q 2.1 2.« 至,I 2.1 2.8 佐口谷)地 

賞訓査・を愛知 跡衆下の反有林の係林務2路涵! .のべ6カ所で奏旅し也 さ喳は關回同様1 

カ所当い"电御7名て・椎帯川孙性波浏定歩サイズ疋カウンター(湖协舎幣弾性波迷度時限計 

初年度使用の改良型)を用い,ハンマーP P泌(受信件対受而;)によったが•ハンマー起霍 

による測定魚の域定にi瑚阳唳打柢林を酒縷喧脂に利川し.当初のハンマー  ・取匕ルティ鎭珂 

R*I)X - 5 0 0 (リUラン・ンユタイン號•空包黒色)をピストル型软打銃ドライブイット4<!〇 

(ほ建.ロ任12. 7 % ・空包D II赤色)にかえ.疏作のピン,叩き罪板と共に用いた。大名會 

せ湘一•おいては.一部,大JlkH:抵抗測定器による笛策探査も舛用した。切年度は火成岩が主な 

対％となったので次纭修はー:华・伊一宕,棗成拳姑常を’」び・また.詡査蹬所の芻・なに映する府間を 

はぶぎ係定時:屹をまとまった務所K堤中してつぎこむため路箴数をしぼり・1カ所当りの諏灸 

剛！!を・洛線顎土治い作2 0 - 4 0 mと広げ,殊;す旅工前の澗甜汨てよる地山調直と同一科所の 

終工後における陷而•切取のり而•のりW上付近の各涂奄を行なつん

〔紀1回調査〕貌エrtif
大名紗:泌 凌破北波楽加口町大名泠.折城・営林が内)鷲腊
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1P 5 2 C 5 5 ra -1と地山尚親の在復瑚定

〔第2回并義〕险・エ擾

批1回御査箇所に同じ。

£；>；>? 2 :藉面と切取のり府上溺線の片蹭測定

间点1N 4 〇行近:顼取のり而び网の片彫湖定とシュミット反倾度苗定との併用

I P 5 6
〜J P5 9 •路面と切取のり用上刪絶の片冊祁・

測点15 8 2付近:切取のり而兩瘦の片側商定とシ E 卜反9秋当面悝との佛用

外1カ所

3 5回蛔〕拖エ悠

室魅林道佐口谷支線

(技牟県加茂編!七宗・下吕蓉冰堪付内)チ・ート

測点2 5 〇1
〜慵点2 51$( I 2抓):切取のり血浏線の片!1膈|定と切耽のり円上W跡萩復旳定

诵点 2 5 5 1 . 〃 "
〜浏点 2 5 7 2 ( 2 1 m ) •

なお•この調竟には中或成湖駐,土 B!独按補佐•石神褊!・指命?はじめ名占博智・局土太 

柯獻】ならびに驯保営林一氧股也二畠力を承ったC

朝定値と琪妃!の炬奸状炸矿f£配録はより走時解析•地绍的紐略を行な〇た結果.施工後の 

蹈血•切取のり而にお片・る償は比較的安定し,切础の紿果とあわせて林芙土水の突用綜囲で 

火成客・地挙岩,« 岩各阳類の・岩質の程度と傣姓畋速度を即煙づける方向が判然としてきた。 

しかし,她隘充容・本米の梆耗であるはずの拘工前の娴」や施工琰の!?地めりか付近のよ5な 

瓜岩網かぶった士の上からする内部姬は.題磯点煎下を突ざ而 、、‘,.鉄板を股活し•受倍計固 

定金具を畏くする沿删定条件をよくする为忠をしたKも拘らず刘定価にバラアキ多く不安定な 

領を示した。

混卷衣你は集租回场,か•ニカ隴也:扣认改也ざれ.急距にか預.燧密化されているが,符 

に起貞物わ ・受佃计・尚定及びコート・理結金史その他付怀部品に改良の余地が多くみられ•湖 

定に当り悪条件の・页なる林地用として,これら7"働骚隔は未だ会全・なムのでなく ,これ 

を仍(定基村!の遥i定・超芯位損を土中Kするか羽岩卸打訟技0に.!rり荆うような:期心/を兵みす
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る以前の問題を股死の孫析とりまとめと平行して解決してゆかねはならない。

4 際和43年度の試炎町画

ブルドーザー•リプバー •コンブレソサー咎捋入施工版械の作楽羅易と兇・質程度の関係を弾 

性波伝择速度を皴介にして知るため•信顿度の高い地绍部套施工例を数例作るi!恤で,特に名 

古睥•林局汙内の齒有林偎係林通• 2〜5路縮を扱選し,林泣施工の蝶易度と工法選定の判定を 

渾件波迷度とりフバービリティーとの相關において把握すること忙している。最終年度にあた 

るので.三カ年の綜合とりまとめを留芯•して初住鷹.次姐毋に行なった岩頸の程峻による分却 

で定料不足など不仲な点を球上して捕足する。さらに,琮合とりまとめにさいし•名古風翎・ 

材土木諜强自で行なわれているンユミソトテストハンマーによる表血反衆硬度を主とした岩幻 

洒査祐果を參％にとり入れたい。 ^
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17 集材機作業の最適化
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2 試版目的

集材檢は木材の集材にb 〇とも?R舞な蛤出根杖であるが,地形.播袖.作業Hの技徳.謂張 

り方式・機仙の耘整善多くの要因(てより作哭方式も定梨化せず戒选の&1合わせが解明されてい 

ない。以上のような归因を解析し.以式化して启子計强:檄を用いて最瀏ヒを図ろうとするもの 

である。

3 压和4 2年度の経通とえられた縮果

試験^爾に珀づき下記の如く闽査を行〇た。

1)災材俸作荣中の各作菓员の作衆時洗分折及び条件洲査

2 )架空索ならびに作業素の弓劫と速如观定

5) 県;re圾所及び訓推内容は下表の通り〇

以上の調査によって苒られたデーターを您孑泪鼻扱により解析した。以下忙徂られた結束の 

を瞬を記すn

部近拿所ー 作業名 當張り方式 染打捡 物 «
坂下営林眾 金木悅倒 天 •ヒノキ•サワラ

上松" 伐木造纣 tf R
三按 " 全未集材 タイラー 大 堕 ff n
皈T n ホー1)ンクブCソク tr ff
三域〃 許曲堪材 タイラー n V ■

上檢 " ホTングフもノク a *

三殴〃 候台作莱 タイラー n ff
坂下〃 ff ホーリングフもゾク a N ff


